












RE-CONSIDERATION OF CHILDCARE IN DAYS





    I propose places where children can work outside as nursery schools without gardens increase. 
I reconsider how to interact with the community and show that the environment that watches 
over the children in the community is the way of childcare in the future.
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５．おわりに
　こどもたちの居場所とは本来、制限されることのない
選択制のある自由な場所であるべきと考え本設計に取り
組んだ。
　今後、園庭のない保育の形は増えていくだろう。そう
なった時に既存の公園だけでは園児たちの活動を担保す
ることができない将来がくるはずである。一層こどもた
ちの居場所となりうる場所が要求され地域の保育への理
解も重要になってくる。その近い将来の礎として大きな
町単位での保育の在り方は可能性のあるものである。
　私ごとだが自宅の近くがこどもたちの散歩ルートに
なっていて、こどもたちの興味は私たち大人の視点とは
全然違って新鮮であった。短かにある風景がこどもたち
の視点でガラリと変わる、地域の意識を転換していくよ
うな光景を想い描く。
保育園
企業・民間
地域住民
公園
保護者
保育園への不安
意見交換の不在
互いに関わりが少ない
遊びの制限
利用の制限図書館
保健室
食堂
サポートセンター
児童館
町の足りない要素を付加する
広がる保育の環境
本の道が続いていく道でいてたまり場のような場所
設計ダイアグラム所 公園へと抜ける隙間所
